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論　文　内　容　要　旨
矯正歯科治療による歯の移動の痛みは,患者が感じる苦痛因子の1つである｡近年,除痛法としてレーザー
照射が注目されている｡本研究は,実験的歯の移動時におけるCO2レーザーの痔痛軽減効果を,三叉神経脊
髄路核尾側亜核におけるFos陽性ニューロンの発現を組織学的に検索し,定量的に評価する事を目的とした｡
実験動物として生後7過齢Wistar系雄性ラット40匹を用い,無作為に対照群(全身麻酔のみ行う群; 5匹),
Waldo群(Waldo法にて歯の移動のみ行う群; 5匹),レーザー照射群(CO2レーザー照射のみ行う群; 10匹),
Waldoおよびレーザー照射群(Waldo法を行った直後にCO2レーザーの照射を行う群; 20匹)に分けた｡処
置を行った2時間後,すべての群のラットに対して,還流固定を行い,大脳から延髄まで採取し,三叉神経脊
髄路核尾側亜核部の連続切片を作成し, C-fos抗体に浸し, PAP法にて免疫染色を行ったo　また,歯根膜や歯
髄における神経ペプチドであるCGRPの発現を比較し,歯の移動やCO2レーザー照射の影響を評価した｡さ
らに熱電対を用いてCO2レーザー照射時の粘膜下の温度変化を測定した｡
その結果, CO2レーザーの照射により,ラットの歯の移動開始2時間後の三叉神経脊髄路核尾側亜核の
Fos陽性ニューロンの発現は有意に減少した｡また, Waldo法やレーザー照射によるCGRPの発現は対照群
とはば同程度であった｡さらに, CO2レーザー照射による温度変化は40℃未満であった｡このことから,
CO2レーザー照射は,歯の移動による即発性の痛みを軽減することが示された.また, CO2レーザー照射に
よる組織傷害,神経傷害などの為害作用はないと考えられた｡したがって, CO2レーザー照射は,歯の移動
時の痔痛緩和に対して安全でかつ有効な手段である可能性が示唆された.
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審　査　結　果　要　旨
矯正歯科治療による歯の移動の痛みは,患者が感じる苦痛田子の1つである｡歯の移動により生じる痔痛は,
その大部分が局所的であり,局所的な処置により除痛を行うのが最も効果的である｡近年,除痛法としてレー
ザー照射が注目されている｡ VAS法を用いたCO2レーザー照射による歯の移動時の痔痛軽減効果はすでに報
告されているが, VAS法は患者の主観的評価を用いるため,完全な定量的,客観的評価は困難である｡これ
までに,レーザー照射による歯の移動時の捧痛軽減効果は,動物実験を用いた,より定量性,客観性の高い評
価によっては証明されていない｡
本研究は,実験的歯の移動時におけるCO2レーザーの痔痛軽減効果を,三叉神経脊髄路核尾側亜核におけ
るFos陽性ニューロンの発現を組織学的に検索し,定量的に評価する事を目的としている.
夷鹸動物として生後7遇齢Wistar系雄性ラット40匹を用い,無作為に対照群(全身麻酔のみ行う群; 5匹),
Waldo群(Waldo法にて歯の移動のみ行う群; 5匹),レーザー照射群(CO2レーザーの照射のみ行う群; 10
匹), Waldoおよびレーザー照射群(Waldo法を行った直後にCO2レーザーの照射を行う群; 20匹)に分け,
比較を行っている｡処置を行った2時間後,すべての群のラットに対して,還流固定を行い,大脳から延髄ま
で採取し,三叉神経脊髄路核尾側亜核部の連続切片を作成し, C-fos抗体に浸し, PAP法にて免疫染色を行っ
ている｡また,歯根膜や歯髄における神経ペプチドであるCGRPの含有神経線経を比較し,歯の移動やCO2
レーザー照射などの侵害刺激により,神経線経の萎縮などの傷害が生じていないか評価している｡さらに熱電
対を用いてCO2レーザー照射時の粘膜下の温度変化も測定し,組織為害性について評価しており,研究目的
にかなう実験計画が立てられている｡
研究結果として以下のことが明らかにされた｡ 1) CO2レーザーの照射により,ラットの歯の移動開始2
時間後の三叉神経脊髄路核尾側亜核のFos陽性ニューロンの発現は有意に減少した｡ 2 ) Waldo法やレーザー
照射を行った群において, CGRP含有神経線経は対照群とはぼ同程度に観察された｡ 3) CO2レーザー照射
による粘膜下の温度変化は40℃未満であった｡これらの結果から, CO2レーザー照射は,歯の移劾による即
発性の痛みを軽減することが示された｡また, CO2レーザー照射による組織傷害,神経傷害などの為害作用
はないと考えられた｡
これらの成果は, CO2レーザー照射が,歯の移動時の痔痛緩和に対して安全でかつ有効な手段である可能
性を強く示唆している｡従って,本論文は歯学および歯科臨床の発展に大いに貢献する業績であり,博士(歯
学)の学位授与に値するものと判断する｡
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